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和文抄録：本稿の目的は1850年代初頭に、ハーマン・メルヴィルが匿名で発表した「失敗」をテーマ

にした３編の短編小説、“HappyFailure"、“TheFiddler"、“JimmyRose”を取り上げ、それぞれの

｢失敗」の本質を解明し、メルヴイルが託した意味と価値観を見出していくことである。
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1853年当時、ハーマン・メルヴィルはＨｂ〃eの不評と商業的失敗により、職業作家としての地位が危ぶまれ

ていた。イギリスの批評家FrancisJacoxは、Ｍｂｈｙ－Ｄｊｂｋを評して（FﾂeITEは注目すらされていなかった)、

Thestyleismaniacal-madasaMarchhare-mowing,gibbering,screaminglikeanincurableBed‐

lamite,recklessofkeeperstraitwaistcoat､('）

とこき下ろし､ZypeeやOmooを書いた作家の復活を望んでいる。時代を遥かに先んじていた天才の宿命ゆえ

のことか、四面楚歌の状況のなか、出版社の勧めもあり、メルヴイルは匿名で短編小説を発表しながら糊口を

凌ぐ生活が続くことになる(2)。

本稿においては、そんな過酷な境遇の下で、自らになぞらえたかのような失敗者の姿を描いた三編の小作品(3)

を分析しながら、創作者であるメルヴィルの実像に迫りたいと思う。

1．“TheHappyFaiIure:AStoryoftheRiverHudson”（1854）－失敗の中に光明を見る人一

無名の語り手が、若かりし頃の回想として語るこの短編小説は、1854年７月にHaJperbjVewMbm力Ｉｙ

Ｍ３輿zmeに掲載された。少年と思われる語り手は、ハドソン川で、叔父（彼もまた無名である）とその黒人老

従者Yorpy（DutchAfricanと語り手は言う）と落ち合い､小舟に叔父が10年の努力の末発明したとされる「装

置」（apparatus）を積み込み、上流を目指すという。その装置なるものの「すばらしい実験がどんな性質のも

のか、設計者以外には未だに謎のままである(4)｣。しかし、うら若き語り手にとってさえも、（叔父は彼を

youngster，'「小僧」と呼んでいる）その装置たるや｢打ち捨てられたような､精彩を欠いた古びた灰箱」(p､254）

にしか見えない代物である。すでにこの叔父の目論見が徒労に終わるのではないかという暗示に他ならない。

一行が目指すというのが、１０マイル上流の“Quashlsland，’だという。そして、その中の島で行われるという、
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栄光ある実験とは、叔父が呼ぶところの、件の装置“GreatHydraulic-HydrostaticApparatus”によって、湿

地や沼地の水を排水し、肥沃な農地に転換しようという試みであることが、途上の船上で明かされる。叔父は

この実験が成功した暁には、一撰千金を体現できると夢見ている。そして、あまり乗り気ではない語り手には

意を介さず、近い将来、自らがこの世を去った後の世界に思いを馳せこう言う。

“…ｉｆｙｏｕｃａｒｅｎｏｔ,Irepeat,ｔｏｈａｖｅｔｈｉｓｐｒｏｕｄｔｈｉｎｇｔｏｔｅｌｌ－Ｉｆａrfuturedayswhenpooroldlshall

havebeenlongdeadandgone,boy-toyourchildren,andyourchildren，schildren;inthatcase,sir,you

arefreetolandfbrthwith.”（p255）

この作品のもつimageryの数々は、創作当時のメルヴィル自身の心境を吐露していると思わざるを得ないほ

ど、顕著に散見される。先ず、叔父はこの10年間、人知れず大いなる栄光と発展をもたらす筈である画期的装

置の研究に没頭してきた。そしてその実験を誰にもスパイされることがないように、１０マイル上流のQuash島

にて秘密裏に決行しようと企図している。この名無しの人物こそ､作者メルヴイルの戯画化されたalter-ego(分

身）ではないだろうか。この作品の原稿がH2IIpers社に投稿されたのが､1853年。Ｍひby-Djbk(1851年)､FﾂeIT1e

(1852年）の「失敗」の直後である。その約10年前、1842年、にメルヴイルはタイピー族と１ヶ月ほど過ごした

経験に基づき､1846年に処女長編小説T1ypee出版に漕ぎつけた｡食人種の間で暮らした男というエキセントリッ

クな語りの手法も手伝い、メルヴイルは2000ドルを手にする成功を収めた１s)。翌1847年には、その続編のOmoo

が出版され、こちらも概ね好評を博した。しかし、メルヴィルの叙述は、ノンフィクションの類として受容さ

れその信憩性が疑問視されたりと、事実に基づく冒険諏の作者として認知されてしまったため、この後にメル

ヴイルが進んでいく文学的真理探求のフィクションの形態は、ほとんど理解されることはなくなるのである。

1849年発表のMard/もＯｍｏｏの続編の海洋小説として書き始められたが､その過程でより複雑な作品へと進化を

遂げ、様々なテーマと語りの手法が繁茂し、豊穣な語りの挑戦的小説となったが、結果的に批評家や識者を当

惑させるだけだった。そして、1851年のＭｂｈｙＤｊｂｋ、1852年の月E礎という真理探求の物語の敗北へと続く。

メルヴイルにとって、この１０年余りの歳月は、前進しようとする意思、文学的テキストの上での語りの挑戦

の過程であり、１９世紀ロマン主義の時代的潮流を超えていたのかもしれない。まさに、時代の流れに遡って進

もうとする苦難と試練が凝縮されたような時間であった。

叔父は小舟の上で、川の流れに逆らって上流に漕ぎ進む語り手にこう吐露する。

“Ｇｌｏｒｙｉｓｎｏｔｔｏｂｅｇａｉｎｅｄ,youngster,withoutpullinghardfbrit-againsｔｔｈｅｓｔｒｅａｍ,too,ａｓｗｅｄｏ

ｎｏｗ,Thenaturaltendencyofman,inthemass,istogodownwiththeuniversalcurrentintooblivion.”

(p､256）

この言葉はある意味普遍の真理であり、教訓であるといえる。メルヴィルのalter-egoである叔父は、ある種

の普遍的価値観を全面に押し出し､力業で自らの境遇を跳ね返そうとしているかに見える。倭小化したAhabと

言えなくもないが、メルヴイルはそこまでして自らをシニカルに戯画化したのだろうか。確かに、叔父の描き

方には、コメディーの要素が見出される。Dillinghamも指摘しているように、「叔父は頭の変な発明家で、１０年

間も馬鹿げた機械にかかずらい、それがきちんと動くのかどうか確かめるための試験を一度もしなかった。老

齢ではあるが、まるで澗癌持ちの子どものように振る舞う。装置が作動するのに失敗すると、たちまちかっと

なって､機械を引き裂き怒り狂った悪童のように蹴飛ばす(６１｣。だが､今こうして叔父の愚行を最後まで見届け、

その後長い年月が過ぎ臨終の際にも付き添った語り手は、もはや少年ではなく、成熟した大人と見倣すことが

出来る。（p,261）それゆえに語り手は、叔父に慈悲深い視線を投げかける。叔父が失敗したことをむしろ嬉し
く思っていると最後に告白した場面を回想し、語り手はこう感慨に浸るのである。
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Hisfacekindledwithastrange,raptearnestness,Ihaveneverfbrgottenthatlook、Ｉｆｔｈｅｅｖｅｎｔｍａｄｅ

ｍｙｕｎｃｌｅａｇｏｏｄｏｌｄｍan,ａｓｈｅｃａｌｌｅｄｉｔ,ｉｔｍａｄｅｍｅｗｉｓｅｙｏｕｎｇｏｎｅ・ExampledidfOrmetheworkof

experience.(p261）

この作品における語り手の視点は、実は成熟した倫理的規範に則っている。叔父の無謀な行為には時に疑義

を呈し、時に諌めるようなこともする。そしてその最中にあっても叔父の中に価値を見出そうとする。もし、

叔父が戯画化されたメルヴイルのalter-egoを象徴しているとすれば、この無名の語り手が表しているのは何

か。叔父の存在が、精神分析でいうところの無意識の本能的衝動、欲求等の精神的エネルギーの源泉が表出さ

れた、すなわち、メルヴイルのego（id）と見倣すならば、語り手の担っている役割は、ｅgoの検閲を行う倫理

的価値基準の具現であるsuper-egoといえるだろう。ある意味では､当時の批評家や識者が共有していた社会通

念、社会規範という尺度でもあったろう。

１０年の徒労を具現する叔父は、初めから失敗する宿命を背負っていた。彼らが向かっていた実験場は無人の

"Quashlsland”であった。‘quash，には、「無効にする｣、「破棄する」という意味がある。１０年の苦難と死力

の結晶たる‘GreatHydraulic-HydrostaticApparatus，が、結局はぴくりとも動かず、機械として「無効」で

あることが明らかになった時、叔父は怒りにかられてその「箱」をめちやくちやに破壊する。

“Blastandblisterthecursedboxthe､!”roaredmyuncle,inaterrificvoice,suddenasasqualL

Runningatthebox,hedashedhisbarefOotintoit,andwithastonishingpowerallbutcrushedinthe

side・Thenseizingthewholebox,hedisemboweleditofallitsanacondasandadders,and,tearingand

wrenchingthem,flungthemrightandleftoverthewater.(p259）

語り手が、「人生あるとこには希望もありますよ｡」（p､259）となだめようとするも、叔父は「人生あるとこ

ろには絶望ありだ｡」（p259）と怒鳴り返す。このあたりにも、小説の発表のチャンスを失ったメルヴイル自身

の心の葛藤と焦燥感が垣間見える。

叔父に終始従順に付き従う老従僕Yorpyの存在に、これまで提示してきた構図を当てはめるならば、彼こそ

メルヴイルの家族を象徴しているといえるかもしれない。Yorpyについては、奴隷という言及はないが、南北

戦争以前という状況から察するに､黒人奴隷である可能性は高い。Yorpyは叔父に完全に服従し依存している。

それでも、１０年間無理を通し続けたであろう叔父の倣慢さに、時に泣き言も飛び出す。

“Duyveltaketepoxl”mutteredYorpy,whowasasortofDutchAfrican．“Ｄｅｐｏｘｈａｓｂｅｅｎｍｙｃｕｓｓ

ｆＯｒｄｅｔｅｎｌｏｎｇ'ear.”（p255）

なまりの強いYorpyが言っていることは､「こんな箱悪魔にくれてやれ。１０年もの長い間ずっとこの箱はおれ

にとって災いの種だった｡」ということだが､一家の生計を支えるメルヴイルと家族の関係をここでも、叔父と

Yorpyとの関係のなかに戯画化して描いていると解釈できないだろうか。実験が失敗に帰した後、島を離れ落

ち着きを取り戻した叔父は、もはや残骸でしかないはずの箱を取り戻すために引き返す。その残骸が「上等の

薪箱」ぐらいにはなるだろうし、「それに、この忠実な老ヨーピーのためにも、古鉄を売れば煙草銭ぐらいには

なる」（p､260）からであった。これには、Yorpyも感激して、こう感謝と安堵の言葉を発する。

“Dearmassa1Dearoldmassa1Datbeｖｅｒｙｆｕｓｔｔｉｍｅｉｎｄｅｔｅｎｌｏｎｇ，earyoohabmentionkindlyold

Yorpy・Itankyoo,dearoldmassa;Itankyoosokindly,Yooisyourselfaginindetenlong'ear."(p､260）

１０年ぶりに自分自身を取り戻した叔父の姿は、世間の不評を買ってでも革新的な創作を続けてきたメルヴイ



鱒測祐一：メルヴィルの後期小説におけるく語り〉（４）４３

ルのある種の諦念を表す描写であろうか。無名の雑誌投稿作家として、いくばくかの原稿料を家族のために稼

ぎ糊口を凌ぐ自らの姿を冷笑的に写し出しているといえるだろう。それでもYorpy（家族）の感謝の気持ちの

言葉を聞いて、叔父は満足気にその心情をYorpyのなまりをもじってこう吐露する。

“Ａｙ,longearsenough,”sighedmyuncle；“Aesopianears､Ｂｕｔｉｔ，ｓａｌｌｏｖｅｒｎｏｗ・Boy,Ｉ，mgladrve

failed,Ｉsay,boy,failurehasmadeagoodoldmanofme､Itwashorribleatfirst,ｂｕｔｒｍｇｌａｄｌ，vefailed・

PraisebetoGodfOrthefailure1”（p､260）

叔父は自らの愚行を思い知り、冷静さを取り戻した。「イソップの耳」で叔父が我に返り、理性と慈悲の心を

思い出したのは、この作品中最もウイットに富んだ一捻りであろう。イソップの寓話『ライオンの皮を着たロ

バ』は、ライオンの毛皮を被ったロバが、他の動物を怖がらせて得意になっているが、突き出た長い耳に狐が

気づき正体がばれるという話である。この寓話の教訓は「身の丈をわきまえよ」ということだが、メルヴィル

はこの作品で、「ライオンになろうとしたロバ」に、機械化に逼進し続ける19世紀アメリカにおいて、発明に

よって一捜千金を目論むあまたの失敗者の一人として、自らを戯画化した叔父を選んだ。また、叔父は、Ａｈａｂ

のごとく「箱」に洗礼を与え、答えを求めて探求する素振りを見せるが、所詮は「ライオンになろうとしたロ

バ」に過ぎず、AhabやPierreのような真理探求のヒーローとは程遠く、失敗をあるがままに享受する普通の人

間に戻る。つまり、叔父は惨事を回避したのである。そこには、偉大さは認められず、卑小な人間の小賢しさ

しか残らないかもしれない。しかし、彼は狂気からは救われ、安堵のうちに慈悲深い人間らしさの表出を見せ

ることができる。だからこそ、叔父は感謝の気持ちを言葉にせずにはいられなかった。（前引用）

Bickley,Ｊｒによれば、この物語の構成は探求の物語（quest）の手順を踏んでいるという(7)。すなわち、先ず

流れに逆らって秘密裏に困難な旅をして､目的地に向かう。そこは１０年の探求の結果に直面する場所でもある。

探求には助手を要する。経験を通して探求者は精神的啓発を受け、最後に帰還する。

そうであるならば、叔父にとってつまりメルヴイルにとって、身の丈を知り自らの小説家としての野望の無

謀さを思い知り、今その残津のなかにいくばくかの生活の糧を見出すことによって、ささやかながらも一時の

安寧を得ることになったといえる。ライオンの威を借る狐と自潮しながら。語り手が聞く叔父の今際の言葉、

｢失敗の神に栄光あれ」（p､261）は、生きている間には自分の小説が理解されることはないだろうというメル

ヴィルの諦念を表しているのかもしれない。イソップにならいこの物語の寓意を抽出するならば、

Travelingnaturallydownthe“universalcurrent”ｌｅａｄｓｎｏｔ“towardutteroblivion,”buttokindness

andhappiness(250,260)．Afterhisfailure,theuncle'sface“kindledwithstrange,raptearnestness，'(261)．

ThenarratorneverfOrgets“thatlook,”andhisstory,bornoffailure,bringsimmortalitytohisuncle

(261).(8)

とJohnStauiferが指摘するような素朴な教訓になるのだろうか｡叔父が不滅の存在になり得たかどうかは置く

として、メルヴイルはこの物語に滑稽さや風刺や寓意などを付託したことは明らかであるが、それ以上に、心

の救済という人間的な価値観の肯定にまでは踏み込んでいないのではないか。

２．“TheFiddIer，，（1854）－欺かれる人

“HappyFailure'，と同時期に書かれたと思しき‘‘TheFiddler”（1854年９月HaIperS誌に匿名で掲載）もま

た、同様にメルヴィルの伝記的解釈を誘う。

輝かしくも短い経歴の後、忘れ去られていく芸術的天才が、直面する厳しい現実のなかで感じるある種の静

譜が余韻となる作品になっている｡メルヴィルの作家としての落胆が漆み出ていると感じさせる展開を見せる。
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冒頭から、

Ｓｏｍｙｐｏｅｍｉｓｄａｍｎｅｄ,andimmortalfameisnotfOrme1Iamnobodyfbreverandever・Intolerable

fate1（p,262）

と嘆く一人称の語り手の名はHelmstoneなる詩人であり、メルヴイルの分身のような存在であるが、この人

物も戯画化されて描かれている。Standardという名の彼の友人が彼に、明るく若々しく朗らかであるが40歳は

過ぎていると思われるHautboyという男を紹介する。三人は評判の道化師が出演するというサーカスを見に行

く。HelmstoneはHautboyの「純粋な楽しみ方を見ていると幸福とはこういうものなのかという実感をもって

深く感銘を受ける」（p263）のであった。その後、三人はレストランで食事をした際も、語り手はHautboyの

｢卓抜な判断力」にますます強い感銘を受ける。その理由というのが、

ＩｔｗａｓｐｌａｉｎｔｈａｔｗｈｉｌｅＨａｕｔｂｏｙｓａｗｔｈｅｗｏｒｌｄｐｒｅｔｔｙｍｕｃｈａｓｉｔｗａｓ,yethedidnottheoretically

espouseitsbrightsidenoritsdarkside，Rejectingallsolutions,hebutacknowledgedfacts.（p､264）

Hautboyが席を立つと二人は、彼についてあれこれ詮索する。Standardがかつての天才俳優MasterBettyと

Hautboyの関連性について灰めかすと、語り手はそれを一笑に付す。「名優ベテイーはもうとっくに亡くなって

いて埋葬されているからね」（p,265）と言って、Hautboyの類まれな才能は認めつつも、天才とはかけ離れた

平凡な中年男に過ぎないと語り手は断じるのである。ところが､そこにHautboyが戻り、二人を彼の住むアパー

トへと誘う。この時の次のやり取りが興味深い。

“IfyouwillpromisetoiiddlefOrus,ｗｅwill,”ｓａｉｄStandard・

Fiddle1Thoughtl-he，sajigembobガdd虹then?Nowondergeniusdeclinestomeasure

fiddler'ｓｂｏｗ・Ｍｙｓｐｌｅｅｎｗａｓｖｅｒｙｓｔｒｏｎｇｏｎｍｅｎｏｗ．

“Iwillgladly且型旦youyournll,”repliedHautboytoStandard.“Ｃｏｍｅｏｎ.”（p,266）

iｔｓｐａｃｅｔｏａ

表面上の意味は－ ｢バイオ’ﾉンを弾いてくれる と約束してくれるなら､お供しましょう｡」とスタンダードは

言った。

けか。ラ

バイオリンを 単くだって！ と私は思った。じゃあ、この男は得体の知れないバイオリン弾きというわ

天才がバイオリンの弓に調子を合わせるなんて断るに違いない。今や私は相当に苛立たしい思いにから

れていた。 ｢喜んで､心ゆくまでバイオ’ﾉンを弾きましょう ｡｣とHautboyはStandardに答えた－となる。“fiddle”

には「願す、顧る」という意味も潜んでいる。したがって、下線部分はそれぞれ、「願してくれると｣、「詐欺師

だって！」、「詐欺の道具｣、「願しましょう」という含意があることが分かる。

さて、Hautboyが演奏を始めると、語り手は完全に魅了され、その魔術的なバイオリンすなわち魔術的詐術

にたちまち降参してしまう。帰り道で、語り手はこの謎めいた男の正体をStandardに問うと、実は並外れた天

才で少年時代にはすでにあらゆる栄光を勝ち取り、誰もが驚嘆する神童であったという。だが、今では彼を知

る者はなくバイオリンを教えることで生計を立てているというのだ。

Grammedoncewithfame,heisnowhilariouswithoutit.Ｗ】ithgeniusandw虻houtfame,heishappier

thanaking・Amoreaprodigynowthanever.（p､267）

彼の本名は読者には明かされない。ただ、耳打ちされた語り手が、子供の頃劇場でその名を称えて叫んだこ

とがあるとだけ言及される。翌日、語り手は詩人になることを諦め、バイオリンを買い求めると、Hautboyの

レッスンを受けるため喜々として出向くのであった。
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物語のこの最後の部分を､Hautboyの経歴に込められた教訓を読み取れず､あたら自分の進むべき道を見失っ

てしまった語り手の行き方への痛烈な皮肉と解釈することもできる(9)。また、その延長として、詩人になろう

という努力と夢を、精神的には死んだも同然のHautboyの技量に感激してしまい、あっさりと捨て去ってしま

う語り手の生き方を、「軽率で愚かな男」の話として笑い飛ばそうという解釈も生まれる('0)。

確かに語り手の行動は、直情的でユーモラスに映る。メルヴイルが自虐的に自らの作家としてのキャリアの

行く末を案じて、なかば諦念にも似た感情で投げやりな終末をこしらえたというのだろうか。Standardなる友

人の行動も奇妙だ。彼の名は、「標準、基準、規範」を意味するが、この物語においては、語り手とHautboyの

間に立って両者の関係のバランスを取るようなことはしない。むしろ、語り手をけしかけるようにHautboyに
接近させ、感化させようとしている感がある。

もし、Hautboyの存在を、語り手の言葉を額面通りに受け止め、卓越な判断力をもち世界を皮相的に見るこ

ともなく享受する人物と想定するならば、また、

Ｈａｕｔｂｏｙｉｓｏｎｅｏｆｔｈｏｓｅｆｅｗｍｅｎｗｈｏｉｎtheirfranknessandwisdombringintorarebalancethe

admirabletraitsoftheMelvilleanmasklessman.('１）

と持ち上げて称賛してしまうのであれば、語り手の行動は、いかにも陳腐で滑稽ではないだろうか。それだ

けの目的でこの作品が書かれたと評価してしまうのは、いささか残念である。

メルヴイルはこの後､ｍｅＣｂＩ]βde"ceMa〃（1857）を書いている。人がいかに巧妙に人を欺き信頼を勝ち取

るかを、人間の属性に根差しながら証明して見せる展覧会のような小説である。“TheFiddler”においても、

メルヴィルはナイーブな失敗した詩人が､その感受性ゆえにもう一人の失敗した芸術家のなかに光明を見出し、

まつしぐらに自己投影し同化しようとする悲喜劇と見るべきではないかと思う。そもそもHelmstoneは懐疑的

でしかも冷笑的な性格の持主として登場し、徐々 にHautboyに魅了されては、自問しつつもそれを突っぱねよ

うとする両義的な態度を繰り返していく。サーカス小屋では､語り手はHautboyの姿に真の幸福を見出したが、

自らの「絶望的な気分」（p,263）は払拭されることはなかった。レストランでは、Hautboyの「卓越した判断

力」（p,264）に深い感銘を受けるが、一方で「並の才能に過ぎない」（p265）とStandardに言う。ところが、

Standardはかつて天才的神童の名優と謡われたMasterBettyの名を口にし、両者の関連性を匂わせながらも、

結局はそれを否定し語り手を混乱させる。極めつけはHautboyの部屋で彼がiiddleを弾く場面だ。その曲という

のが、“YankeeDoodle”という独立戦争時代の流行歌である。そのとたん、「意地悪な男の魂はその悪魔的な

バイオリンに完全に降参してしまった」（p266）からであった。そして、最後に駄目押しのごとくStandardか

ら、Hautboyが途方もない天才であることを打ち明けられると、語り手は完全に打ちのめされ、まるでHautboy
教に改宗するように教えを請いに参じるのである。

こうして見ると、巧妙に仕掛けを施しているのがStandardであり、Hautboyはただ明るく器用な中年男に過

ぎないのかもしれない。もしそうであるなら､StandardこそがConfidenceMan（信用詐欺師）ということがで

きる。したがって、HelmstoneはStandardに願され、盲目的に平凡なる存在を天才と錯誤したということにな

る。Dillinghamの職えを借りれば､「ロバになろうとしたライオン」の寓話である(12)。この寓意がメルヴィル自

身を職えているとすれば、あまりに皮肉で自己憐潤的過ぎはしないだろうか。もしそこに教訓を読み取るとす

れば、人は純粋なものに対しては目が曇り真実を捉えそこねてしまうことがある、とでも言えようか。あるい

は、欺かれる方が幸福な場合もあるという人間性を例示した物語なのであろうか。

3．“JimmyRose，，（1855）－敗者への挽歌

“HappyFailure”の主人公同様に、この物語の主人公JimmyRoseもまた、語りの現在においてもうこの世に

はいない。そもそも、語り手WilliamFordは、冒頭今は老いの身となった自分にかつて起こった奇妙な出来事
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を、解きほぐすように語り始めるのだ。語り手は現在、ニューヨークで歳の離れた若い妻と二人の娘とメイド

と共に暮らしている。彼は思いがけず、街なかにある古い邸宅を相続することになる。その家は、９０年を経た

後も少しも変わらず、かつての持主だった一人の人物の名残が今でも多く見られる。その人こそ、往時標とし

てかつもてなしの心を持ったJimmyRoseであった。とくに、居間の壁紙は孔雀と蓄蔽模様で､語り手はJimｍｙ

の輝く頬を思い出さずにはいられなかった。Ｊｉｍｍｙは手広くビジネスを展開していたが、所有する２隻の船が

沈没し、ビジネスに挫折すると、すっかり落ちぶれてしまい、やがて姿を消す。語り手は彼を助けたいという

一心でついにその居場所を突き止め、会いに行くが家に入れてもらえない。そして、２５年が過ぎた。その後語

り手は再びJimｍｙを目にする。Ｊｉｍｍｙはニューヨークに住み続け、自らの品性ある物腰と長年の友人たちの加

護のおかげで、細々と生きながらえていた。年に70ドルを受け取り、その利子で倹約した暮らしを立てていた

が、ティータイムになると、かつての友人宅を訪ねては、物乞い同然にせびっていたサンドイッチで命をつな

ぎながらも、彼は常に礼儀正しく微笑みを絶やさず、頬はいつも蕎蔽色に輝いていた。彼が死んだ時には、裕

福な市議会議員の娘に看取られた。

以上がこの短編のプロットであるが、“JimmyRose”もまた、メルヴイルの自伝的要素には事欠かない。家

の詳細な描写には、メルヴイル自身が住んだいくつかの家の特徴が見られるし、ＪｉｍｍｙＲｏｓｅは、メルヴイルの

父の境遇に似ている。破産した点も祖父に似ている。また、語り手同様、メルヴイルにも妻、二人の娘とメイ

ドが同居していた('３)。

自らの血縁者をモデルに創作したであろうことは容易に想像がつくし、だからこそ情感豊かで哀愁のこもっ

た描写になっていることも確かであろう。しかし、ここではあえて伝記との因果関係に拘泥することは避けた

い。あまりにもその密接な関連性の度合いが高いからである。

さて、この作品において最も効果的と思われる手法の一つに挙げられるのが、語り手が哀感と詠嘆を込めて

つぶやく５回の反復フレーズである。先ず､譲り受けた邸宅のなかでもひときわJimmyRoseとの深いつながり

を語り手に感じさせる「孔雀の間」もしくは「醤蔽の間」と呼ばれる部屋を見て、深い感慨にふけりながらつ

ぶやく“PoorJimmyRose”（p,338）（この部分は他より短いため、反復は４回とする場合も多い)。ここでは

クオーテーションマークを施しているが、この文は地の文でありいわゆる描出話法を使っており、語り手の心

の声の表出を示している。２度目は、Ｊｉｍｍｙが破産し、もはや以前のような華やかなパーティーの主役として

輝くこともなくなった彼の運命を語り、悲哀を込めてつぶやく“Ah1Poor,poorJimmy-Godguardusall-

poorJiｍｍｙＲｏｓｅ１”（p､339)。３度目は、２５年振りに再会を果たした時のことで予想に反して、やつれていない

ばかりか、その両頬は「古のペルシャの蓄蔽が開花いた」（p,342）ように輝いていた。しかし、その困窮の様

子は、ぼろをまとってうろつき回る貧者そのものであった。それでも、「洗練された言葉使い、礼儀正しさと微

笑み」（p､342）をそなえたかっての紳士の姿に、“Poor,ｐｏｏｒＪｉｍｍｙ－Ｇｏｄｇｕａｒｄｕｓａｌｌ－ｐｏｏｒＪｉｍｍｙＲｏｓｅｒ

(p､342）と嘆息する。４度目は、Ｊｉｍｍｙがかつての友人の家を訪ね歩き、午後のお茶の時間に紅茶とバター付

きパンを提供され、あくまで威厳を保ちながら紳士的に振る舞い、家族を飽きさせないように話題を提供し、

食事にありつき必死の思いで空腹を満たしている様子に、“Poor,poorJimmy-Godguardusall-poorJimmy

Rose1”（p､343）とつぶやく。５度目は､死の床についたJimｍｙを見舞いに行った時､語り手は再び“Poor,poor

Jimmy-Godguardusall-poorJiｍｍｙＲｏｓｅ!”（p､345）と嘆き落涙する。そして､Ｊｉｍｍｙの死を読者に知らせ

ると、語り手は物語の現在に戻る。孔雀の間に座り、かつてこの場所で溢れんばかりの豪箸な生活を誼歌した

こともあるJimｍｙの悲‘惨な運命に思いを馳せ、

Transplantedtoanothersoil,alltheunkindpastfOrgot,GodgrantthatJimmysrosesmayimmortally

survive1（p､345）

という祈りの言葉で物語に幕を下ろす。

伝承文学の一つの形式に“ballad”という物語詩のジャンルがある。その特徴の一つに反復句（リフレイン）
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がある。文学辞典によれば、次のように定義される。

…it(ballad)employsavarietyofdevicestoprolonghighlychargedmomentsinthestoryandthicken

theemotionalatmosphere，themostcommonbeingafrequentrepetitionofsomekeyword,line,or

phrase.('4）

また、その特徴として「一つの事件に物語の視点が合わされ、事件が破局へ向かうところから始まる｣、「表

現は素朴で決まった言い回しの反復が目立つ｣('，）

“ballad”という形式は、もちろん詩歌のカテゴリーに属するが、“JimmyRose”は、まさに“ballad”の要

素を小説のなかに効果的に活かした類まれな例といえるだろう。上述した同一語句のリフレインの他に、破局

への向かうというプロットも“JimmyRose”に当てはまる。Ｊｉｍｍｙにとっての破滅への道は､ビジネス上の失

敗であり、しかも偶発的事故によるところが大きい。“HappyFailure”の叔父のような宿命付けられた失敗者

とはちがうのである。また、“Fiddler”のHelmstoneのごとく容易に印象を刻印され欺かれるタイプともちが

う。数十年に渡り語り手に感銘を与え、貧しさのなかにも輝きを失わず逆境に耐え続けるJimmyRoseの姿に、

作者メルヴイルはある種の美徳を付与している。擦り切れた衣服をまとい、未だに裕福であり続けるかつての

友人たちの施しを受け、空腹を満たす所業は、確かに世間の目から見れば、恥ずべき身上なのかもしれない。

ところが、Ｊｉｍｍｙは図書館に通い勉強し、友人たちとのお茶の時間の話題に事欠かないように努める。決して

微笑みを絶やさず、礼儀正しい身のこなしを忘れず、金持ち相手のお世辞は魅力的な施しであった。そして何

より、頬は血色がよく替蔽のように赤く輝いていた。

裕福だった時も、貧しくなってからも、Ｊｉｍｍｙは常に、「施し」のひとであった。他人を傷つけるようなこと

はしない彼であったが、それでも一度だけ人間不信に陥ったことがあった。破産直後、それまで懇意を装って

パーティーに参上しては高級ワインを貧り飲んでいた輩が、掌を返したように寄り付かなくなったばかりか、

Jimｍｙの失敗のせいで損失を被ったと憤慨する者まで出た。そんな折、語り手はJimｍｙを案じて、その住まい

を見つけ出し、面会を求めるが拒否される。“Icantrustnomannow.”（p341）とその時Jimｍｙは人間不信の

心情を吐露する。とはいえ、生来の「施し」（alms）の精神の持主であるJimｍｙが、真の人間嫌いに至ること

はなかった。それは自然の摂理に背くことであった。それを語り手はこう述べる。

PerhapsatbottomJimmywastoothoroughlygoodandkindtobemadefromanycauseaman-hater・

AnddoubtlessitatleastseemedirreligioustoJimmyeventoshunmankind．（p､342）

Ｊｉｍｍｙが病に倒れ、とうとう死が間近に迫ってくると、彼の「施し」の精神と生き方はある意味、報われる

ことになる。とある有力な市議会議員の娘が甲斐甲斐しく、この哀れな老人の介抱をしたことはそういう文脈

で見るべきだろう。心優しい娘に死に水を取ってもらったJimｍｙのことを、今回想する語り手は、かつて自分

の面会を拒否した時Jimｍｙがこもっていた「孔雀の間」に座っている。つまり、物語冒頭の場面に戻るのであ

る。家の外装の描写から始まり、最後に部屋の内部の様子を描写しながら物語は終わる。したがって、語り手

のなかで流れた時間はほんの束の間であった。そういう風にこの物語の櫛造は成り立っている。全てが終わっ

た後に、その全容を知る語り手が話し始めるという円環構造のパターンは、Mbby-DjbAのミニチュア版といえ

なくもない。前述した最後の祈りの言葉には余韻と静読さが漂う。

その効果を倍増させている手法としての「リフレイン」について考察してきたが､ＪａｍｅｓＷ､Garganoは、こ

の点について、次のように言及している。

lndeed,thestory'sconstantrefrain（‘Poor,poorJimmyRose-Godguardusall-poorJimmyRose1，ｉｓ

ａｒｅｍｉｎｄｅｒｂｏｔｈｏｆＪｉｍｍｙ，simpecuniousnessandthepovertyofhismeansandendsinadjustingto
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distress.('6）

メルヴイルがJimｍｙの境遇をあまり切迫した貧困とは描いていないので、改めてその窮状を読者に思い出し

てもらうために、このレフレインが挿入されているというのだ。文学的効果を狙っているというよりは、全体

の描写のバランスを取るためということだろうか。一方、Dillinghamはこのレフレインについて、次のように

論じている。

WhatheissayinginthisrefrainisnotthatJimmywasavictimofhimselfandsociety(althoughtoa

largeextent,ｏｆcourse,ｈｅwas).NorisheprayingthattherestofusbｅｓｐａｒｅｄＪｉｍｍｙ，sfate､Whenhe

sayspoor,ｐｏｏｒＪｉｍｍｙ,”heisseeingundertherose,seeingmortalman，spatheticfrailtyandtragic

vulnerability､Whenhepraysthat"GodguardusaU"heisaskingtobedeliveredfromtheembittering,

destructivepullofthispessimisticvision.(17）

語り手の鋭い洞察力がJimｍｙの奥底にある悲劇的脆弱さを見極めているがために、表出したいたたまれない

心情の現れとしてこうした言葉が繰り返され、自らもこの場から救いだしてもらいたいと願っているというの

だ。かなり語り手に感情移入した解釈である。語り手が優れた観察眼を持っているがゆえに、もはや憐偶の情

を超え、自らもこんな場面からいなくなりたいと神に祈るほど、今やもう誰も救われはしないということへの

嘆きなのであろうか。

Ｊｉｍｍｙは経済的に成功者となり、その後破綻し失敗者となるが、失敗者という立場に身を置いたからこそ、

語り手のいう「施し」の精神を十分に発揮し、「美徳」を示し得た。語り手が嘆くのは、その「美徳」が滅びゆ

くことに対しての哀感のためである。「神よ、我らみんなを守り給え」という祈りは､Ｊｉｍｍｙのような人間およ

び彼らを理解しながら助けられない語り手のような人間すべてに対するものである。したがって、作中のリフ

レインは､Ｊｉｍｍｙに代表される社会的には失敗者に成り果ててしまいながらも、「美徳」を失わず健気に生き抜

く人々への共感の表明であり、作品自体を優れた挽歌に仕上げているといえる。

結び

メルヴイルは、Hawthorneを称賛したエッセイ、“HawthorneandHisMoses”（1850）のなかで、皮相的な

成功のためにヨーロッパの小説の模倣に走るアメリカの作家たちを批判してこう書いている。

Butitisbettertofailinoriginality,thantosucceedinimitation・Hewhohasneverfailedsomewhere，

ｔｈａｔｍａｎｃａｎｎｏｔｂｅｇｒｅａｔ、Failureisthetruetestofgreatness､('8）

その３年後、失敗者の短編小説を創作する折には、おそらくこの自らの信念が念頭にあったと考えるのが自

然である。“HappyFailure”の叔父の「失敗してよかった。失敗したお陰で私は良い老人になれた｡」（p､260）

という言葉も同根であろう。そこには、精神的な成熟が読み取れる。一方、“TheFiddler”のHelmstoneには、

精神的な未成熟が見られる。おそらくは皮相的な成功しか求めていなかったがゆえに、容易に欺かれるという

寓意が読み取れる。また、“JimmyRose”では、皮相的な成功から見放された主人公が、人知れず成熟した精

神を表すのであるが、人としての幸福にはつながらないという不運が読者に深い余韻を残し、リフレインとい

う手法とも相まって詩的効果をあげている。
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